
センサー自動選定ツール
Sensor Screening Toolのご紹介
■データ解析におけるお悩み
生産性向上や保全の効率化のため、データ解析や可視化ツールを導入したが
検知精度を向上させるには「適切なセンサー」の選定が必要

現状 Sensor Screening Tool 適用後

関連センサーのグルーピングや不要センサーの除外を自動化
データ選定における効率化を支援します

Sensor Screening Tool

・センサー選定のトライ＆エラーが負担
・定量的にセンサー間の関連性を表すことは困難
・どのセンサーが解析に有効か検証するのは高コスト

・関連性のあるセンサーのみ抽出するのは困難
・低関連のセンサーは精度低下の要因となることも

予兆診断システムにおけるモデル作成の場合

再検証

解析テーマ設定

運用開始

精度検証

センサー選定

試行錯誤

不必要なセンサーを
含んでいないか

重要センサーの
取りこぼしはないか

各センサーの関連性は？

センサー値に例外はないか

試行錯誤

試行錯誤

データ期間選択

Sensor Screening Tool
(対象センサーを自動選定)

特長①
対象センサーを定量的根拠に基づき自動で選定
特長②
各センサー間の類似度を視覚的に確認可能

解析テーマ設定

運用開始

データ期間選択

精度検証
再検証の
回数を低減



お問い合わせ

STEP③
関連のあるセンサーを算出

STEP①
センサーデータの取り込み

STEP③ 関連のあるセンサーを算出 (アウトプットイメージ)

STEP②
パラメータ設定
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センサーのグルーピング方法① 核センサー指定あり

センサー選定までの流れ

設定パラメータ
・絞り込むセンサー数
・類似度
・核センサーあり・なし
・除外するセンサー など…

データ仕様
・データファイル形式：CSV
・センサー数：最大300
・データ数：最大525600行
（1レコード/分×365日）

算出結果
・関連性の高いセンサーグループの表示
・全センサー間の類似度
・分布密度画像 など…

・本機能は解析で重要なセンサーを
把握している場合にお使いいただけます

・核となるセンサーを2つ以上指定し、
そのセンサーと関連性の高いセンサーを
自動で算出します ●指定した核センサー ●指定した核センサーと関連性の高いセンサー

●指定した核センサーとの関連性が設定した類似度以下のセンサー

・複数のセンサーから関連性の高いセンサーごとに
自動でグルーピングします

・関連性の度合いは“類似度”を用いて
算出します

●グループ1 ●グループ3
●グループ2 ●グループ4

グループ②

グループ①

グループ①

グループ②

①グループ別分布密度画像 ②センサー間類似度行列表示

分布密度画像を表示することで
センサー間の関連度合いを視覚的に確認

全センサーの総当たりの類似度を表示
横軸センサーから見て同グループを色分け表示

解析

Sensor Screening Toolによるグルーピング方法

センサーのグルーピング方法② 核センサー指定なし
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